


































もの〉を反当 300貫施用した. 第 7区は健全蓮根を植えて標準区とした. 第 8区は穣病蓮根を
温湯処理した〈第2表〉ものを定植した・第9区は石炭乳処理 (7](1斗石友2.5貫〉した擢病
蓮根を定植した.定植日は5月5日である.
昭和 27年には第1区を前年同様とし，第2区は石次窒素反当 30貫を撒布し後温水. 第 3
区は石炭酸反当 5kgを7](仁溶解して施用し直後湛水した.第4区は前年同様セレサγ石友を.
第 5区は水酸化鉄粉反当 200買を. 第 6区および第7区は土壌中に稲藁培養の病原菌を接種
し，第6区仁は水酸化鉄粉反当 200貰，石灰窒素30貫を併用した.第 7区は接種標準区とし

































































































































































慮理時間 480C 50 52 54 56 58 60 62 
分 + + + + + 
'/ + + + 土
f/ -ト + 土
.1/ + + + -ト
蓮 .1/ + + + + 
// + + 
備考 1)蓮根の予浸湿度は処理温度より4度低くし 10分間行った.
2)使用蓮倶は発芽開始前のもの.




































調査結巣は第3表および第4表仁 健全蓮根数 250 
示す・ 水酸化鉄粉施用区
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区劃した. 従って各区の長さ 5x 6問 30坪である. 境界には巾約1.5尺の板を挿入した. その
各区は幸夫の遁り処理した.
第 l区，は石次200貫〈反当以下同じ〉を乾田扶態で施用し後撹枠した.第2区は水酸化鉄
粉〈柵原肥鉄) 200貫， 第 3区は石次窒素20買を撒布しI宣ちに湛水捜枠して石友電素分僻
中間生成物ヂシヤソヂアミドの発生を助長した. 第 4区は第3区問機仁石炭窒素40貫を施用し
た.第5区は水酸イ峨粉100貫と石次窒素20貫を併用し前区同様に行なった. この場合水酸化
鉄粉は石荻窪素施用の3日前に散布した. 第 6区は第5区同様にして石炭窒素を 40貫使用し
た. 第 7区は水酸化鉄粉 100貫石次望素20貫，石次 100貫の3種を併用した.第8区および
第 10区を標準区どした.第 9区は石次窒素70貫を施用した.各区共処理後 1週間は湛7.k扶態
仁保ちその後は自然乾燥を待って乾回扶態とし， 1ヶ月開放置してヂジヤツヂズミドを令解せしめ，
完全に無害欣態どなして蓮棋を定植した. 植付前にはさを区の窒素量を同ーならしめるため， 硫酸




年度区別 慮 理 開j .<t 葉柄枯反当量死朕態調査数後容数・被害事防除率
1 I区 ' .~ j1( 滋胸.. 幡 l6a*' 11* 帥A曽 1.' 崎
2 区 クロ ルカルキ 10kg -¥t十 183 105 57.4 14.6 
3 区 石 友 窒 繁 20貫 +十 197 71 38.8 42.3 
4 区 石 2正 窒 事民 40貫 + 167 45 26.9 60.0 
寸・ 5 区 水酸化鉄粉+石友重量繁 1∞+20貫+ 145 41 28.3 57.9 
水酸化鉄粉+石 tx~ 素 100+40貫+ 172 40・23.3 65.3 
7 区 水酸化鉄粉+石灰窒素+石tx1∞+20+100貫+ 177 59 33.3 50.4 
8 区 標 準 一 柵 180 121 67.2 。
9 区 右 友 蜜 型賢 70貰 t 177 48. 27.1 59.7 













































































































くが，その分解中に， 中間生成物としてヂジアγヂアミド (dicyandiamide )が生成される. このヂ
ジヤツヂアミドの発生量はその時の般態仁よって異なる. これ仁ついて Pranke(1927)氏は分解時
聞が長いほど発生量が多い.この分解時間を長引かすものには，低温， 水酸化マツガン， 水酸化
鉄等があると報告している. また川島 (1919)氏は砂土， 腐植土酸性土壌， または強塩基性土
獲量は石友窒素の分解を遅らせ，ヂジヤソヂアミドの発生を促進すると報告している.

















































5kg)，石~窒素とルペロ:〆 (50貫: 5 kg)を併用したものは良い結果が得られた.
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